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= I × 1-8 ) - j × 9 × (ー が )
= -4 + 2 =-2-4

= ( a + b )
2
、 c

2 組み合わせによっては

うまく 因姜文分解できない

a + b = M とおく と ので 、 別 の組み合わせ
Mこじ でも 進める選択月五

= ( M t C ) ( M - C ) を もっ 2おこう b
= (い +學/

=
で尊

15 - n が 2N ( R : 自然数 ) に なる と
、

分母の 2 が 約分 でき
、 E を 2 に し て

自然数 になる 。

(i) 1 5 - n = 2 × 12 の とき (iii) 15- n = 2 × 32 の とき

n = 13 n = - 3 で 自然教
ではない ので 、 これ

(ii) 1 5 - n = 2 × 2
2
のとき

以上 は 不要
。

n = 7

以上より U= 7.13
-



。
。

。
。

11
①

68 し
い 30 °②

① △ ABC は 正三角形 なので

=

AD = AE = DE で 角は 600
。

④ Goo
- ③

② 四角形 ABCD は 正方形 ) が

「
なので AD = DC = DE で

△DEC は DC= DE の二等辺三角形で 頂角 < EDC = 3 0
°

③ < DEC = L DCE = (180-30)÷ 2 = 75
°

④ △ AFE で 外角 の性質 より

< AEC = 3 0
°

t 水 = 1 3 5° くつし
、𥫣、

Ei

-

-

-

- -

-

-_- た× 22× 2 × す 達×ini T
、 底面積 高さ; mi

2 大きい 円錐

,

相似比 は 1 : 2 なので

体積 比 は 13:23 = 1 = 8



イ頃 き が 等しい と交わらない ので 、 平行でない 。

2直線 が 交わらない

台 も 3 つ まり aキ 3 b 1 1

平行 、 、 、 傾きが

( A . b ) = ( 3 . 1 ) ( 6 .
2 ) 以外 の 36-2=34通り 等 、 、 、 。

34 1 7

T
=

T
et

y
d 〈 0 なので グラフは右下がり

なので 最小イ直 は つに 6 の とき Y = 0 を とる 。

y = 9 つ( t 2 に代入する と

0=69+2 a = -j
y

,
!

,

6
x

y_j x + b に ( 6 .
0 ) を 代入 して 1つ二/

例えば 35以上 40未満 の

2相対度数 は
T

= f = 0 . 1

2人 で 0.1 なので 2×2.5=5

i. 1つ =5--11
2 t a + 4 t 5 t 3 t 2 = 20 9=4--4
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(1) 40m
、 道を平行移動すれば

Allegri 2 0m 40×20=800 m
2

< et

,

10m

(2) た 50 - K
、

(50 一つ()( 30 -x )

tffffh 30 一つ( = 50 × 30 × 事
が 1500 - 80つ( t 2(

2
= 11 25

7(
2
- 80 つ( +375 = O

( K - 75 )( つし -5) = 0

A = 75,5

道幅 は 縦 の 30 m未満
なので 75 m は 不適 。

道を 隅 に ずらして
i.

/凸1 つの 長方形 に して

立式する b
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(1) A

q

D 高 さの 等しい 三角形 の 面積比
は 底辺比 に 等しい ので

6
BG i GD = 6 i 9

G
= 2 = 3

Bit

(2) ft
回
_

、 ( 1 ) より BG : GD = 2 ころ

③ なので △ BG ECS △ DGA

より BE i DA = 2 i 3

② T.i.BE
= EC = 2 : 1

こ
。
ハ

D
'

△ EFC い △ BD C で

EC = BC = 1 ころ なので

面積比 = 1 ? 3 2

(3) BDi EF = BC : EC より
= 1 = 9 興/5 : EF = 3 : 1

5
EF = J

△ BGH い △ FEHznhhfg 求めたい 比 の 辺 を含む
GH : HE = BG : FE 相似な三角形 で

= 2 こ 事 △ 比例式 を作ろ う b

= 6
/
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( 0 .4 )

-

2 - 0 2 ( 2 、 2 )
い) 傾き が

ない
=

F
= も なので

( -2,0) p
・

F

y = txt b と おけ て
、
C (-2.0 ) を p

通るので つに -2
、
y = 0 を 代入 し て 1 - 1

.

I )

O = I × (- 2 ) + b → b = 1

i. お達、
2 つ の グラフの 交点 の座標は

連立方程式 の解 に等しい b

(2)

{ おもに
. . . ① つに つい 2 = 0

y = txt 1 . . . ② ( 水 + 1 ) ( つし ー 2 ) = 0

つに -1,2
① を ② に 代入 し

、

i. 1つ (
/うた txt 1

(3) B ( 0 .4 ) △ ABC の 面積
•

= BF x ( CH + IA ) ×ID( - 1
,
t ) ・ E

し •
一・ A ( 2 、 2 )

= 3 x ( 2 十 2 ) × t•

F ( 0 . 1 )
C (-2,0 ) ・興 H = 6

eo 続き



( 前ページ の 続き )

BA 上 の 点 は
、
7(座標 を 七 とおく と

、

( 0 . 4 )

BA : y = -744上 の 点 なので

E ( t , _ t t4 ) と 表される 。
( 2

.
2 )

•

'
1

( -2.0 ) (
DH

,
t )

E (t.tt4 )
•

L

△ E AD = 3 ~△
• A ( 2 ,

2 ) E の は座標 - D の は座標
となればよい 。 3

が 台形 の高 さ になる 。

r
- t +4 - I = - t + I

•

D ( t . t )

また、

f
た

、

ーたに7

「 '

3 = ③ 、

① せた ②
し

3

で
、

3
T

3 = ( 2 - t +3 ) ( - t + I ) × I - ( 2 - t ) (-t + 2) × I - 3 xt
① ② ③

= ( 一 七 十5) ( 一 七 ) - ( 2 -t )
2

j = f t - 5t + E - 4 +4七 一

s -_- も 七、 た 事
i. た(𦥯✗
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- 4
(1) 0
_
- 4 \

- 4

4
' 返

,

4 1 1 1 1 '

D
( 11

E
"

'
A

△ ODA い △ BEA より

相似比 = 2 : 1 なので BE = 0 D × t = 2 い
-_-/

(2) △ B CE は BC が 直径 なので L C EB = 90° の 直角 三角形 である 。

C -

81 B
△ BCE = BE × C E × I

E 2
= 2 × 2T ×ICE

= V82.22-a
= 2T cm

2

= 2 IF なので nrrk

(3) C
- ②
PD
IA なので △ CEA = △ BCE × も = 3A cm

2

E
C 底辺 が等しく 高 さが等しいので

D
11
E

11 A
△ CDE = △ CEA = 315 cm2

四角形 BCDE = △ CDE t △ BCE = 3な +2T = 5や5 cm 2

△ ABE = △ BCEX t =TI
.

'

.

/邀


